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東京第1部

電子公告（当社ホームページに掲載）

証券会社等に口座を開設されている株主様
は、証券会社等にお申し出下さい。
特別口座に口座のある株主様は、三井住友
信託銀行株式会社（上記特別口座管理機関）
にお申し出下さい。
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営業の概況
当上半期におけるわが国経済は、政府の経済対策による企業収
益の改善や遅れていた雇用、所得環境の改善が進み、緩やかなが
ら回復基調が続いておりますが、中国経済の景気減速など先行き
は不透明な状況となっております。
普通鋼電炉業界におきましては、建設関連の需要回復や企業収
益の改善を背景とした設備投資計画が堅調に推移する一方、コス
ト増等による建設計画の見直しといった問題が生じたことや、円
安の継続により、電力や原燃料および諸資材・輸送コストが引き
続き高位で推移しました。
こうしたなか、当社グループにおきましては、昨年7月より品
種別の事業部的経営体制をスタートさせ、製造・販売・購買が一
体となって、マーケットの変化に即応する業務運営に努めてまい
りました。
その結果、当上半期の連結業績につきましては、当社の鋼材販
売数量が49万9千トンと前年同期比4万6千トン減少し、鋼材販売
価格も前年同期比トン当たり5千3百円下落したことにより、売上
高は536億6千4百万円と前年同期比119億4千6百万円の減収と
なりましたが、原材料価格の下落やコスト低減努力により、営業
利益は前年同期比1億1千7百万円増益の15億6千4百万円、経常
利益は前年同期比1億3千2百万円増益の20億3千7百万円、親会
社株主に帰属する四半期純利益は前年同期比6億7千8百円増益の
19億4千万円となりました。
当社は業績に応じた利益配分を基本として、中間および期末の
剰余金の配当を実施する方針と致しております。当面の間は、財
務体質の改善、必要な再投資資金の確保等を勘案しつつ、業績連

動利益配分の指標として、連結配当性向年間20％から30％を目
安としております。
当期の配当につきましては、上記方針に従い、1株につき3円
50銭の中間配当を実施させていただきました。

今後の見通し
世界経済につきましては、米国では雇用の安定等による堅調な
個人消費等を背景に回復基調を辿っておりますが、中国をはじめ
新興国においては景気の減速が顕在化してきております。こうし
たなか、今後のわが国経済につきましては、政府による各種経済
政策による下支えのもと、所得・雇用環境の改善が続くものの、中
国経済の景気減速による影響が懸念される状況となっております。
普通鋼電炉業界におきましては、足元の需要動向は力強さを欠
くものの、建設関連の需要回復や企業収益の改善を背景とした設
備投資が堅調に推移するとともに、今後は東京オリンピック・パ
ラリンピック等の建設関連需要が増加していくものと見込まれま
す。また、7月以降、鉄スクラップ価格が急速な下落局面を迎えて
おりますが、一方で、円安の継続により、資材やエネルギーコス
トがさらに上昇することも懸念され、先行きは不透明な状況が続
くと想定されます。
このような経営環境下、当社グループにおきましては、品種別
の事業部的経営体制のもと、製造・販売・購買が一体となってマー
ケットの変化に即応する業務運営に努め、あらゆる分野でのコス
ト削減を継続するとともに、引き続き出荷見合いの生産に徹する
ことで適正な販売価格の実現に努めてまいります。加えて、当社
の提供する製品のレベルアップによるマーケットの拡充を視野に、
省エネや品質面の改善・強化のための設備投資を行い、製造環境
の整備に取り組んでまいりたいと考えております。そのためにも、
ベテラン層から若手層への円滑な技能継承とともに、会社の将来
を見据えた個々人の専門性の一層の向上に向けた人材育成に取り
組み、安全およびコンプライアンス・環境問題に対するリスク管
理の徹底に努めてまいる所存であります。
株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご支援、ご鞭撻
を賜りますよう宜しくお願い申しあげます。

　平成27年12月

株主の皆様におかれましては、平素よ
り格別のご高配を賜り厚く御礼申しあげ
ます。

さて、当社は平成27年9月30日をもっ
て、第110期の上半期を終了いたしまし
たので、ここに営業の概況をご報告申し
あげます。 代表取締役社長

明賀孝仁
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連結財務諸表
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売 上 高

売 上 原 価

売 上 総 利 益

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費

営 業 利 益

営 業 外 収 益

営 業 外 費 用

経 常 利 益

特 別 利 益

特 別 損 失

税 金 等 調 整 前 四 半 期 純 利 益

法 人 税 等

四 半 期 純 利 益

非支配株主に帰属する四半期純利益

親会社株主に帰属する四半期純利益
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（ 負 債 の 部 ）

流 動 負 債

支払手形及び買掛金

短 期 借 入 金

未 払 法 人 税 等

賞 与 引 当 金

そ の 他

固 定 負 債

長 期 借 入 金

役員退職慰労引当金

退職給付に係る負債

そ の 他

負 債 合 計

（純 資 産 の 部）

株 主 資 本

資 本 金

資 本 剰 余 金

利 益 剰 余 金

自 己 株 式

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金

繰 延 ヘ ッ ジ 損 益

土地再評価差額金

退職給付に係る調整累計額

非支配株主持分

純 資 産 合 計

負 債 純 資 産 合 計

38,908

13,745

18,591

186

1,201

5,183

32,014

16,888

107

4,223

10,794

70,922

76,939

34,896

13,005

31,980

△ 2,942

4,411

1,099

△ 0

3,363

△ 51

538

81,890

152,813

52,664

4,622

27,944

19,172

925

100,149

75,075

10,810

13,071

50,791

401

169

24,903

21,959

3,013

△ 69

152,813

（単位：百万円）

記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。（注）

記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。（注）

科　　　目 金　　　額

（単位：百万円）

記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。（注）

営 業 活 動 に よ る キ ャ ッ シ ュ・フ ロ ー

投 資 活 動 に よ る キ ャ ッ シ ュ・フ ロ ー

財 務 活 動 に よ る キ ャ ッ シ ュ・フ ロ ー

現 金 及 び 現 金 同 等 物 に 係 る 換 算 差 額

現 金 及 び 現 金 同 等 物 の 増 減 額

現 金 及 び 現 金 同 等 物 の 期 首 残 高

現 金 及 び 現 金 同 等 物 の 四 半 期 末 残 高

4,162

△ 990

△ 4,116

△ 0

△ 944

5,566

4,622

（単位：百万円）連結キャッシュ・フロー計算書 平成27年4月 1 日から
平成27年9月30日まで

連結損益計算書 平成27年4月 1 日から
平成27年9月30日まで

科　　　目 金　　額 科　　　目 金　　額

科　　　目 金　　　額

連結貸借対照表（平成27年9月30日現在）

（ 資 産 の 部 ）

流 動 資 産

現 金 及 び 預 金

受取手形及び売掛金

た な 卸 資 産

そ の 他

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

建物及び構築物

機械装置及び運搬具

土 地

そ の 他

無 形 固 定 資 産

投資その他の資産

投 資 有 価 証 券

そ の 他

貸 倒 引 当 金

資 産 合 計
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平成27年9月30日まで

連結損益計算書 平成27年4月 1 日から
平成27年9月30日まで

科　　　目 金　　額 科　　　目 金　　額

科　　　目 金　　　額

連結貸借対照表（平成27年9月30日現在）

（ 資 産 の 部 ）

流 動 資 産

現 金 及 び 預 金

受取手形及び売掛金

た な 卸 資 産

そ の 他

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

建物及び構築物

機械装置及び運搬具

土 地

そ の 他

無 形 固 定 資 産

投資その他の資産

投 資 有 価 証 券

そ の 他

貸 倒 引 当 金

資 産 合 計
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（単位：百万円）

■発行可能株式総数 394,000,000株
■発行済株式の総数 171,452,113株
■株　　　主　　　数 11,878名
■大　　　株　　　主

株 式 数株 　 　 　 主 　 　 　 名 持株比率

新 日 鐵 住 金 株 式 会 社

三 井 物 産 株 式 会 社

株 式 会 社 メ タ ル ワ ン

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社(信託口)

共 英 製 鋼 株 式 会 社

合 鐵 取 引 先 持 株 会
シービーエヌワイ デイエフエイ インターナショナル
スモールキャップ バリュー ポートフォリオ
株 式 会 社 み ず ほ 銀 行

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）

東 京 鐵 鋼 株 式 会 社

25,669

7,308

6,779

5,216

5,144

4,446

4,238

3,279

3,129

2,688

15.0

4.3

4.0

3.0

3.0

2.6

2.5

1.9

1.8

1.6

千株  %  

連結売上高
■ 通期
■ 上期

0

50,000

100,000

150,000

連結経常利益
■ 通期
■ 上期

連結中間（当期）
純利益※

■ 通期
■ 上期

役　　員（平成27年9月30日現在）

株式の状況（平成27年9月30日現在）

資　本　金
創　　　業
従 業 員 数
会 社 設 立
事 業 内 容
事　業　所

本　　　社

東京営業所

大阪製造所

姫路製造所

船橋製造所

グループ会社
連結子会社

持分法適用会社

34,896,541,514円 
大正10年3月
714名
昭和12年12月
各種大形・中形形鋼、軌条、棒鋼、線材等の製造販売

大阪市北区堂島浜二丁目2番8号　　 〒530-0004
（東洋紡ビル）
電話 06-6343-7600（大代表）
東京都千代田区丸の内一丁目9番1号　 〒100-0005

（丸の内中央ビル）
電話 03-5218-7090（代表）
大阪市西淀川区西島一丁目1番2号　 〒555-0042
電話 06-6472-1532（代表）
姫路市飾磨区中島2946番地　　　　〒672-8655
電話 079-234-9311（代表）
船橋市南海神二丁目2番1号　　　    〒273-0023
電話 047-433-2251（代表）

三星金属工業株式会社
合鐵産業株式会社
株式会社ワイヤーテクノ
株式会社合同セラミックス
ジーエス興産株式会社
合鐵大阪物流株式会社
日本選鋼株式会社
船橋機工株式会社
中山鋼業株式会社
九州製鋼株式会社
姫路鐵鋼リファイン株式会社

（注）1．持株数は、千株未満を切り捨てて表示しております。
2．自己株式15,091千株（持株比率8.8%）を保有しておりますが、上記の大株

主から除いております。

※親会社株主に帰属する
　当期純利益

（注）1．四宮章夫氏、阪田貞一氏の両氏は、社外取締役であります。
2．宇佐見達郎、幸野誠司、森脇慶司の三氏は、社外監査役であります。

平成
25年度

平成
26年度

平成
27年度

平成
25年度

平成
26年度

平成
27年度

平成
25年度

平成
26年度

平成
27年度

4,500

3,000

1,500

0

△1,500

△3,000 △2,528

2,908
125,595

64,072

130,997

53,664
65,610

△238

1,262
1,940

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0

△1,000

△2,000

△3,000

4,395

2,0371,905

△1,825

75

代表取締役社長
専 務 取 締 役
専 務 取 締 役
常 務 取 締 役
取 締 役
取 締 役
常 任 監 査 役
常 勤 監 査 役
監 査 役
監 査 役
監 査 役

明 　 賀 　 孝 　 仁
礒 　 上 　 勝 　 行
足 　 立 　 　 　 仁
齋 　 藤 　 　 　 隆
四 　 宮 　 章 　 夫
阪 　 田 　 貞 　 一
春 　 増 　 　 　 守
上 　 地 　 秀 　 典
宇 佐 見 　 達 　 郎
幸 　 野 　 誠 　 司
森 　 脇 　 慶 　 司
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株 主 メ モ

証券コード 5410

ユニバーサルデザイン（UD）の考え方に基
づき、より多くの人に見やすく読みまちがえ
にくいデザインの文字を採用しています。

第110期
中 間 報 告 書

（平成27年4月1日から平成27年9月30日まで）

事 業 年 度

定 時 株 主 総 会

基 準 日

株 主 名 簿 管 理 人
（特別口座管理機関）

同 事 務 取 扱 場 所

郵 便 物 送 付 先

（電 話 照 会 先）

上 場 証 券 取 引 所

公 告 方 法

お届出およびご照会

毎年4月1日から翌年3月31日まで

毎年6月下旬

定時株主総会・期末配当：毎年3月31日
中間配当：毎年9月30日

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

大阪市中央区北浜四丁目5番33号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

〒168-0063  東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
電話　0120-782-031（フリーダイヤル）
取次事務は三井住友信託銀行株式会社の本
店および全国各支店で行っております。

東京第1部

電子公告（当社ホームページに掲載）

証券会社等に口座を開設されている株主様
は、証券会社等にお申し出下さい。
特別口座に口座のある株主様は、三井住友
信託銀行株式会社（上記特別口座管理機関）
にお申し出下さい。


